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平
成
十
六
年
の
成
人
式

（主
催
・

村
教
育
委
員
会
、
村
青
年
会
）
が

一

月
四
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
真
新
し
い
ス
ー

ツ
や
振
り
そ
で
姿
の
新
成
人
百
十

二
人
（男
性
六
十
人
、
女
性
五
十
二

人
）
が
出
席
し
た
。

式
辞
で
山
城
清
光
教
育
長
が
「次

代
の
担
い
手
と
し
て
知
性
を
磨
く

と
と
も
に
、
心ヽ
身
を
練
磨
し
有
能

な
若
者
と
し
て
限
り
な
く
伸
び
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

新
成
人
を
代
表
し
て
津
山
誉
輝

さ
ん
（諸
志
）
と
小
那
覇
和
歌
子
さ

れヽ

村
成
人
式

ん

（渡
喜
仁
）
が
「ふ
る
さ
と
今
帰

仁
で
培

っ
た
自
信
、
誇
り
を
胸
に

村
の
未
来
を
担
う

一
員
に
な
り
た

い
」
と
成
人

へ
の
決
意
を
述
べ
た
。

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
島
袋
直
志
さ
ん
（与
那
嶺
）

と
当
銘
武
志
さ
ん
（今
泊
）
が
ユ
ー

モ
ア
た

っ
ぷ
り
に
乾
杯

の
音
頭
。

続
い
て
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
多
く
の
新
成
人
が
将
来
の

夢
を
語

っ
た
。

縄

＞
ワ
イ
ン
で
カ
ン
パ
イ

轄籍甘一一一一一キ十一ｒ

＞
野
村
流
音
楽
協
会
の
皆
さ
ん
が
幕
開
け

村
主
催
の
「新
年
の
集
い
」
が

一
月
四
日
、
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
村
内
外
か
ら
約
二
百

五
十
人
が
出
席
し
て
新
し
い
年
の
門
出
を
祝

っ
た
。

野
村
流
音
楽
協
会

（与
那
嶺
雄
誠
外
）
の
三
味
線

と
琴
の
調
べ
で
幕
を
開
け
、
主
催
者
を
代
表
し
て
仲

里
吉
徳
村
長
は
「今
後
と
も
、
舌同
齢
化
、
高
度
情
報
化
、

国
際
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
行
政
運
営
を
実
施

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
後
、
仲
里
吉
徳
村
長
を
は
じ
め
各
種
団
体
長

ら
六
人
の
手
で
威
勢
よ
く
鏡
割
り
。
平
成
十
五
年
度

の
地
球
科
学
研
究
協
会
学
術
賞

会
一宅
賞
）
を
授
賞

し
、
帰
省
中
の
仲
村
昇
教
授

（運
天
出
身
）
は
「
い
ん

石
や
月
の
石
の
研
究
を
し
た
い
と
い
う

「夢
」
を
あ

た
え
た
の
は
、
村
の
お
か
げ
」
と
ふ
る
さ
と

へ
の
想

い
を
語

っ
た
。

革
や
分
に
百
十
二
人
の

問
出
を
祝
う

▲新成人のヒーロー・と―も一が
ショートコントで会場を盛り上げた。

ポ
村

社

会

福

祉

協

議

会

主

催

に

よ

る
新

春

も

ち

つ
き

大

会

が
ポ

カ

ポ

カ

陽

気

の

一
月
十

二
日
、
村
中
央
公

民
館
中
庭

で

開
か
れ
、
親

子
連

れ

や
関
係
者

ら
大

勢

が

も

ち

つ
き

を
楽

し

ん
だ
。

も
ち

つ
き
大
会
は
、
一
一
つ
の
石

う
す
が
用
意
さ
れ
、
炊
き
上
が

っ

村
社
協

た
十
キ
ロ
の
も
ち
米
を
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に
子
ど
も

た
ち
が
「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」

と
き
ね
で
力
強
く
つ
い
た
。

つ
き
た
て
の
も
ち
は
、
す
ぐ
に

き
な
粉
も
ち
や
あ
ん
こ
も
ち
に
し

て
振
ま
わ
れ
、
ま
た
た
く
ま
に
子

ど
も
た
ち
が
お
い
し
そ
う
に
ほ
お

ば

っ
て
い
た
。

＞
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
た
も
ち
つ
き
大
会

今帰住付新等

人y

カ
ポ
カ
弼
気
∩
中

新
春
ｔ
甘

つ
〓
★
全
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謝・越チームが

三位入賞

青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
親
ば

く
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯

思
想
の
高
揚
を
目
的
に
第
二
十
三

回
各
字
対
抗
少
年
駅
伝
大
会
が
十

二
月
二
十

一
日
行
わ
れ
た
。

村
運
動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
、
本

部
町
大
浜
多
目
的
広
場
ゴ
ー
ル

の
十
五
区
間

（男
子
十
区
間
、
女

子
五
区
間
ご

一十

二
血
の
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
、
一
一十
チ
ー
ム

（本
部

十

一
、
今
帰
仁
九
）
が
出
場
、
健
脚

を
競

っ
た
。

村
勢
チ
ー
ム
は
、
後
半
に
追
い

上
げ
た
謝
・越
が
三
位
、
湧
・古
五

位
、
今
泊
六
位
、
仲
宗
根
七
位
と
上

位
入
賞
を
果
た
し
た
。

＞
三
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
謝
・越
チ
ー
ム

の
ア
ン
カ
ー

＞

祝
賀
会
に
は

多
く
の
知
人
が
か
け
つ
け
た
。

十

一
月
二
十
七
、
一
一十
八
の
両

日
、
岡
山
県
、
岡
山
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
た
第

四
十

四
回
全
国
体

育
指
導
委
員
研
究
協
議
会

で
村

体
育
指
導
委
員
会
長

の
嘉
陽
宗

敬
さ
ん

（湧
川
）
が
文
部
科
学
大

臣
賞

（全
国
体
育
指
導
員
功
労
賞
）

を
受
賞
し
た
。

嘉
陽
さ
ん
は
林
育
指
導
委
員

と
し
て
二
十
八
年
に
わ
た
り
、
県

民
及
び
村
民
の
健
康
保
持
、
増
進

と
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振
興
に
尽

力
し
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

大
き
く
貢
献
し
た
実
績
が
評
価

さ
れ
た
。

十

二
月
十
八
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
祝
賀

会
で
、
嘉
陽
さ
ん
は
「今
回
の
受
賞

が
更
な
る
活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
。
ソ」
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
健

康
、
林
力
向
上
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
」
と
喜
び
を
語

っ
た
。

嘉
陽
宗
敬
さ
ん
（湧
川
）
が

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

第
二
十
六
回
今
帰
仁
村
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

＞
小
学
校
三
年
生
（女
子
）
の
部

小
学
校
五
年
男
子
。女
子
、
小
学
校

六
年
女
子
、
中
学
校
男
子
・女
子
の

六
種
目
に
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ

た
。今

大
会
に
は
、
県
中
学
駅
伝
大

会
を
制
し
た
国
頭
中
学
校
駅
伝
部

や
、
沖
縄
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
な
ど
の

強
豪
チ
ー
ム
も
出
場
、
大
会
を
盛

り
上
げ
た
。
ま
た
競
技
終
了
後
に

は
事
務
局
手
作
り
の
温
か
い
「ゆ

し
ど
う
ふ
」
が
振
る
舞
わ
れ
参
加

者
を
喜
ば
せ
た
。

喜
&

i

f

i
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打
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Ⅲ
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伝
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士

ヽ

― ,

体
育
指
導
委
員
活
動
二
十
八
年

＞
生
般
・年
齢
別
な
ど
が
い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー
ト

毎
年
恒
例
と
な

っ
た
、
第

二
十

六
回
村
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

（村
体
育
協
会
主
催
）
が

一
月
二
日
、

村
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
村
内
外

か
ら
二
百
八
十
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
て
、
健
脚
を
競

っ
た
。

ス
タ
ン
ド
や
沿
道
で
家
族
ら
の

熱
い
声
援
を
う
け
な
が
ら

一
般
男

子
十
ｋｍ
を
皮
切
り
に
、
小
学
校
三

年
生
か
ら
壮
年
ま
で
十
五
種
目
に

熱
戦
を
展
開
。
小
学
校
三
年
女
子
、

新

こB
ち
，
ＩＩ
ザ

湘К
訳
蒟
野

|

９
拶

各字対抗少年駅伝大会
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続
編
V

落
ち
穂
拾
い
の

言己

十
V

先
月
号
で
は
母
校
駅
伝
優
勝
の

感
慨
か
ら
、
私
の
校
長
時
代
に
話

が
及
ん
だ
の
で
、
ひ
き
続
き
そ
の

頃
の
思

い
出
を
述

べ
る
。
思

い
出

は
時
と
と
も
に
浄
化
さ
れ
、
楽
し

か

っ
た
話
が
多
く
な
る
の
は
人
情

で
、
私
も
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
そ
れ

に
費
や
し
て
き
た
が
デ
」
の
あ
た

り
で
遊
け
て
通
れ
な
い
話
に
重
い

筆
を
起
こ
し
て
み
る
。

昭
和
三
十
年
二
月
、
進
学
の
た

め
母
校
の
代
用
教
員
を
詳
し
た
私

は
、
丁
度
満
二
十
年
後
の
昭
和
六

十
年
四
月
、
奇
し
く
も
校
長
職
を

拝
命
し
て
母
校
に
赴
任
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
赴
任
時
の
挨
拶
状
に
Ｆ
一

十
年
ぶ
り
に
母
校

へ
の
回
帰
が
叶

い
、
使
命
の
重
大
さ
に
身

の
引
き

締
ま
る
思

い
が
致
し
ま
す
。
時
移

り
人
変
わ
り
、
山
河
す
ら

一
部
様

相
を
変
え
た
故
里
に
、
遠
き
に
あ

り
て
温
め
て
き
た
郷
関

へ
の
思
い

を
の
せ
、
地
域

の
人
々
の
ご
支
援

を
戴
き

つ
つ
、
母
校
の
教
育
推
進

に
微
力
を
尽
く
し
て
行
き
た
い
‥
止

と
こ
ん
な
数
節
を
書
く
ほ
ど
張
り

切

っ
て
の
出
で
立
ち
で
あ

っ
た
。

思
え
ば

「
日
の
丸
・君
が
代
」
が

実
施
さ
れ
た
こ
の
年
、
教
育
現
場

は
四
年
前
の
主
任
制
実
施
に
続
く

「第
二
の
山
場
」
と
し
て
こ
れ
を
と

ら
え
、
ま
さ
に
論
争

の
渦
中
と
も

い
え
る
時
期
で
あ

っ
た
。
せ
心
れ
も

し
な
い
、
昭
和
六
十
年
四
月
五
日
、

始
業
式
に
先
だ

っ
て
の
職
員
会
議

に
出
席
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
続

い
て
組
合
分
会
代
表
と
の
校
長
交

渉
な
る
も
の
が
組
み
込
ま
れ
て
い

た
の
に
は
、
正
直

い
っ
て
驚
い
た
。

「教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
反
対
に
向

け
て
の
気
運
の
高
ま
り
で
あ
る
。

戦
争
は
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は

な
い
。
理
想
は
永
遠
の
平
和
だ
が
、

世
界
各
地
で
絶
え
間
な
く
局
地
戦

が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で

運

天

政

一

あ
る
。
戦
陣

の
硝
煙
け
む
る
中
で

翻
る
国
旗
は
平
和
の
敵
で
あ
り
、

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
表
彰
台
に
あ
が

る
国
旗
は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
。
「平
和
」
を
楯
に
、
シ
ン
ボ
ル
の

と
ら
え
方
を
め
ぐ

っ
て
当
局
と
組

合
が
鋭
く
対
峙
し
た
。
そ
し
て
、本

来
中
立
を
守
る
べ
き
教
育
現
場
に

こ
れ
が
持
ち
込
ま
れ
、
現
場
を
管

理
す
る
校
長
は
懐
悩
し
た
。
新
米

の
私
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
六
十

一
年
二
月
の
卒
業
式
、

続
い
て
四
月
の
入
学
式
が
終
わ
る

ま
で
の
約

一
年

一
か
月
は
、
工寸
つ

じ
て
瀬
戸
際
を
凌
ぐ
試
練
の
日
々

だ

っ
た
。
職
員
と
の
交
流
が
な
か

な
か
し

っ
く
り
行
か
ず
、
な
に
よ

り
も
後
手
続
き
の
組
合
対
策
で
考

え
方
が
「受
け
」
に
ま
わ
り
、
学
校

長
と
し
て
新
し
い
展
望
を
開
く
視

点
に
立

っ
た
学
校
運
営
に
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
な
か

っ
た

こ
と
が
至
極
残
念
だ

っ
た
。
母
校

出
身
と
し
て
ご
期
待
に
添
え
な
か

っ
た
こ
と
を
、
時
代
錯
誤
の
感
も

あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
生
徒
、
保
護

者
の
皆
様
に
紙
面
を
通
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
「冬
来
た
り
な
ば
　
春

遠
か
ら
じ
」
で
、任
期
最
終
の
三
年

目
に
は
よ
き
思
い
出
に
な
る
こ
と

も
出
て
き
ま
し
た
。
昭
和
六
十
二

年
九
月
、
海
邦
国
体
開
催

の
折
り

は
カ
ヌ
ー
競
技
が
本
部
の
海
洋
博

会
場
に
隣
接
す
る
特
設
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
校
の
仲
村

渠
進
（四
十
期
・当
時
三
年
。準
優
勝
）
、

宮
里
由
起
子

（四
十

一
期
二
一年

。

四
位
）
、当
山
須
磨
子
ご
一十
四
期
・

Ｏ
Ｂ
生
一一位
）
が
あ
り
、
カ
ヌ
ー
競

技
総
合
優
勝
に
大
き
く
貢
献
、
県

カ
ヌ
ー
協
会
副
会
長
と
し
て
大
い

に
面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
。
勿
論
、
ア」

の
国
体
で
本
村
は
ホ

ッ
ケ
ー
会
場

と
な
り
、
本
校
が
ホ

ッ
ケ
ー
競
技

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
ア」
れ

を
機
に
現
在
の
運
動
公
園
が
建
設

整
備
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ

く
ご
存
じ
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
年
、
私
の
任
期
中
で

は
唯

一
、琉
大
に
現
役
の
合
格
者
（玉

城
美
加
子
・四
十
期
）
を
輩
出
、
第

四
十
回
卒
業
式
に
お
い
て
卒
業
証

書
授
与
の
折
り
、

現
役
で
　
琉
大
合
格
お
め
で
と
う

母
校
ひ
き
た
て
　
後
輩
と
も
ど
も

の

一
首
を
読
み
上
げ
、
そ
れ
を
し

た
た
め
た
短
冊
を
そ
え
て
手
渡
し

た
と
き
、
式
場
内
か
ら
「
お
―
」
の

ど
よ
め
き
が
お
こ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
る
。卒
業
生

一
〇
三
名
全
員
に
、

各

一
首
を
そ
え
て
卒
業
証
書
を
手

渡
し
た
こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
話
題
に
な

っ
た
が
、
一二

年
間
実
施
し
て
き
た
卒
業
生
面
接

の
最
終
成
果
と
し
て
、
終
生
忘
れ

が
た
い
思
い
出
と
な

っ
て
い
る
。

―
苦
あ
れ
ば
こ
そ

楽
光
る
―

一　　ト

・捧
奮

.(十
1

・　一， 一卜岸一

／卜一一庁ｉ一
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健
康
村
づ
く
り
で

茨
城
県
大
洋
村
石
澤
村
長
が
語
演

「探
そ
う
み
つ
け
よ
う

！
自
分

に
あ

っ
た
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
第
十
三
回
村
健
康
ま
つ
り
が

十
二
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、

村
運
動
公
園
で
行
わ
れ
多
く
の
人

出
で
に
ぎ
わ

っ
た
。

保
健
事
業
な
ど
を
紹
介
し
た
展

示
コ
ー
ナ
ー
や
健
康
相
談
、
サ
ラ

ブ
レ
ッ
ド
の
乗
馬
体
験
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
た
。

十
四
日
に
は
、
「健
康
づ
く
リ
シ

ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
中
高
年
者
の

医
療
費
抑
制
に
成
功
し
た
茨
城
県

第
十
三
回
村
健
康
ま
つ
り

大
洋
村
の
石
津
政
雄
村
長
の
講
演

会
が
あ

っ
た
。

石
津
村
長
は
、
「大
洋
村
は

つ

く
だ

に
に
す
る
ほ
ど
老
人
が
多

い
」
と

ユ
ー

モ
ア
を
交

じ
え
な

が
ら
あ

い
さ

つ
を
し
た
後
、
一局

齢
者

の
寝
た
き
り
予
防
に

つ
な

が
る

「
大
洋
村
健
康
づ

く
リ

シ

ス
テ
ム
」
を
紹
介
。

「高
齢
で
も
、
日
常
生
活
は
自
分

で
こ
な
す
こ
と
が
大
事
、
転
倒
骨

折
の
予
防
に
は
、
大
腰
筋
な
ど
の

筋
カ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
重
要
」
と

健
康
村
づ
く
り
の
こ
つ
を
話
し
た
。

▲健康村づくりのノウハウを紹介する
大洋村の石津政雄村長

▲子どもたちが楽しんだ乗馬体験

国
土
緑
化
推
進
機
構
主
催
の
「森

の
名
手

・
名
人
百
人
」
に
本
村

の

ワ
ラ
ビ
細
工
職
人
、
大
城
タ
マ
さ

ん
（今
泊
三
二
一
八
）
が
県
内
か
ら

た
だ

一
人
選
ば
れ
、
十

二
月
二
十

五
日
、
村
役
場
で
伝
達
式
が
行
わ

れ
た
。
「森

の
名
手
。名
人
百
人
」
は
全

国
の
森
や
山
に
関
わ
る
仕
事
に

お
い
て
優
れ
た
技
術
を
有
す
る

人
を
選
定
、
表
彰
し
て
い
る
。
伝

達
式
で
は
、
県
緑
化
推
進
委
員
会

の
上
地
衰
常
務
理
事
か
ら
認
定

証
が
手
渡
さ
れ
た
。

「
こ
ん
な
立
派
な
賞
を
い
た
だ

き
光
栄
。
林
力
の
続
く
限
り
作

っ

て
い
き
た
い
」
と
感
激
し
た
大
城

＞
体
力
の
続
く
限
り

作
り
た
い
と
話
す
大
城
タ
マ
さ
ん

さ
ん
は
、
今
で
は
少
な
く
な

っ
た

材
料
の
ワ
ラ
ビ
を
、
工退
く
恩
納
村

な
ど
の
山
中
か
ら
採
取
し
て
い
る
。

日常生活を支える「税」を学ぶ
天底区

菊

全国の「森の名手・名人百人』に

大城タマさん(今泊)が

認定される !!十

二
月
二
十
日
、
天
底
区
公
民
館

（
田
港
朝
彦

区
長
）
で
、
納
税
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
講
演
会
が
行
わ
れ
、
区
民
約
六
十
人
が
税
金

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

名
護
税
務
署
長
の
阿
波
根
昌
治
さ
ん
（天
底
出

身
）
が
「税
金
と
は
」
と
題
し
て
講
演
。
同
区
民
に

税
金
の
し
く
み
を
分
か
り
や
す
く
話
し
た
。

阿
波
根
さ
ん
は
沖
縄
県
民
の
税
に
対
す
る
認

識
の
低
さ
、
納
付
率
が
他
県
に
比
べ
て
低
い
現
状

を
説
明
。
「国
民
の
三
大
義
務
（納
税
、
教
育
、
勤
労
）

を
し

っ
か
り
認
識
し
て
、
儲
か

っ
て
税
金
を
支
払

え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
語

っ
た
。

講
演
会
終
了
後
、
区
民
と
の
懇
親
会
も
行
わ
れ
、

田
港
朝
彦
区
長
は
、
「さ
ま
ざ
ま
な
質
問
も
飛
び
出

し
、
工恩
義
の
あ
る
講
演
会
だ

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

レ
税
金
に
つ
い
て
話
す
阿
波
根
さ
ん

〓

定

土



今
帰
仁
城
跡
の
周
辺
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
で
十
五
‐十
六
世
紀

ご
ろ
の
住
居
跡
が
見
つ
か
り

一
月

一
日
、
今
泊
区
民
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
発
掘
現
場
で
は
、
高
倉
や
住
居
の
建
て

替
え
が
あ

っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
多
く
の
柱
穴
が
見

つ
か

っ
た
。

ま
た
、
中
国
や
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム

製

の
焼
き
物
片
や
勾
玉
、
銅
銭

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
出
土

し
て
い
る
。

発
掘
現
場
に
は
、
大
阪
な
ど

か
ら
帰
省
中
の
方
々
を
含
め
元

旦
の
早
朝
か
ら
区
民
ら
約
七
十

人
が
か
け

つ
け
、
村
教
育
委
員

会
文
化
財
係
の
説
明
に
熱
心
に

聞
き
入

っ
て
い
た
。

島
袋
は
る
か
さ
ん
（兼
次
小
三
年
）が

９
帰
仁
肌
田
正
門
腹
に

受
通
更
釜
口
式
ツ
ト

前
田
さ
ん
（仲
宗
根
）が
寄
贈

「
安
」
ち
や
ん

Ч

ヤ予
―
ヽ

防
ｒ

を
使

っ
て
製
作
。
名

前

は
交

通
安
全

と

同
小
学
校
長
か
ら
と
っ

て

「
安
」
ち

ゃ
ん
と

名
付
け
ら
れ
た
。

贈
呈
式
に
は
、
同
小

一
年
生
と
同
幼
稚
園
児
ら
が

出
席
。
前
田
さ
ん
は
「孫
た
ち
を
含
め
同
小
の
子
ど

も
た
ち
が
い
つ
も
安
全
に
通
学
で
き
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
た
。

今帰仁城跡周辺発掘現場で

住居跡が見つかる !

焦 1正

輪掛
盤
巳
Ｊ

弦

・，

県
重
話
。お
話
大
会

　
　
ら宝
誇

第
五
十
四
回
県
小
学
校
童
話
。
お
話
大
会

（県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
）
が
十

二
月
十

二
日
、
宜
野
湾
市

内
で
行
わ
れ
、
小
学
校
低
学
年
の
部
に
国
頭
地
区
代

表
と
し
て
出
場
し
た
島
袋
は
る
か
さ
ん
（兼
次
小
二

年
）
が
み
ご
と
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

同
大
会
に
は
、
金
城
響
君
（兼
次
小
三
年
）
、
大
城
俊

哉
君
（天
底
小
六
年
）
も
出
場
、
優
良
賞
に
選
ば
れ
た
。

兼
次
小
学
校
の
金
城
小
夜
子
校
長
は
望
里
話
。
お

話
大
会

の
レ
ベ
ル
が
高
い
北
部
地
区
の
代
表
に
今

‐ 洋 4

帰
仁
村
か
ら
二
人
も
選
ば
れ
、
県

大
会
に
出
場
す
る
の
は
す
ご
い
こ

と
」
と
話
し
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め

一
月
六
日
、
今
帰
仁
小
学
校

（安
田

栄
蔵
校
長
）
に
交
通
安
全

ロ
ボ

ッ

ト
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ロ
ボ

ッ
ト
を
贈

っ
た

の
は
、

玉
城
区
で
鉄

工
所
を
営
む
前

田

吉
仙
さ
ん

全
ハ
十

八
歳
）
。
ガ

ス

ボ

ン
ベ
や
パ
イ
プ
な
ど

の
廃
材

▲沖縄―になり笑顔の島袋はるかさん

▲エイサーを楽しむ酒田市の子どもたち

▲多くの柱穴が見つかった発掘現場

北Dと南Do与ごtとつちが
温 分 と｀夜 琉   酒田市少年の翼

▲前田さんと交通安全ロボットの安ちゃん

北
国
の
山
形
県
酒
田
市
か
ら
今
年
も
元
気
な
「酒
田
少
年
の
翼
ス
小

松
ノ
リ
子
団
長
）
の

一
行
が
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、

暖
か
い
今
帰
仁
村
を
訪
れ
た
。

二
十
五
日
は
、
今
帰
仁
城
跡
や
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
村

の
歴
史
や
文
化
を
学
ん
だ
後
、
今

帰
仁
小
の
児
童

全
ハ
年
生
）
と
の

交
歓
会
が
同
小
体
育
館
で
行
わ

れ
た
。
沖
縄

の
伝
統
芸
能

「
エ
イ

サ
ー
」
を
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
、

ド

ッ
チ
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
交

流
を
深
め
た
。

交
歓
会
終
了
後
、
村
内
の
家
庭

に
宿
泊
し
、
今
帰
仁
村
の
子
ど
も

た
ち
と
生
活
を
と
も
に
し
て
思

い
出
に
残
る
体
験
を
し
た
。
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一
月

一
日
付
け
で
兼
次
区

の

区
長
が
代
わ
り
ま
し
た
。
前
任
の

玉
城
旭
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

新
し
い
区
長

の
玉
城
健
司
さ
ん

に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

兼
次
区
長
代
わ
る

村
役
場
を
訪
問
す
る
村
民
や
来
訪
者
に
、
村

の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
特
産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
一
月
五
日
、
仲
里
吉
徳
村
長
、
職

員
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

っ
た
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
は
役
場
の
玄
関
横
、
Ｊ
Ａ
の
現

金
自
動
支
払
機
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
を
利
用
。

今
帰
仁
酒
造
の
泡
盛
、
大
城
タ
マ
さ
ん
の
ワ
ラ
ビ

細
工
、
あ
は
ん
な
ば
る
工
房
の
焼
物
、
ゆ
め
じ
ん

み

つ
な
ど
さ

．

ま
ざ
ま
な
商

品
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

特産品展示コーナー

の
化
粧
品
、
■

・

玉
城
養
蜂
園

の
天
然
は
学
り

　

．＝

玉城健司さん

村には暫様の様々な悩みにお答えするための

相談窓口があります。相談は無料で秘密は

守られます。お気軽にと相談下さい。

③法律相談

(相談員)

◎行政相談

(相談員)

◎人権相談

(相談員)

玉城嵩男

新垣 侃

謝花勝子

三輪茂穂

新効 元
上間悦子

弁護士

TEL56-3148

TEL56-2716
TEL56-519フ
TEL56-3640
TEL56…3254

と き 平成16年 3月 ]フ日(水)午前]0時～午後3時
ところ 村コミュニティセンター

天
底
小
金
管
バ
ン
ド
部
が

九
州
大
会
に
出
場
！

去

っ
た
十
二
月
二
十
日
、
具
志
川
市
民
芸
術

劇
場
響
ホ
ー
ル
に
て
「第

二
十
八
回
沖
縄
県
吹

奏
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
ス
主
催
一沖
縄

県
吹
奏
楽
連
盟
、
朝
日
新
聞
社
）
が
、
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
学
校
の
部
十
八
チ
ー
ム
の
中
か
ら
ニ
チ
ー

ム
を
九
州
大
会

へ
派
遣
と
い
う
枠
で
、
天
底
小

学
校

（日
高
修
校
長
）
の
金
管
八
重
奏
が
沖
縄
県

代
表
と
し
て
九
州
派
遣
を
獲
得
し
ま
し
た
。

九
州
大
会
は
、
△
，
年
の
二
月
八
日
、
長
崎
県
の

諫
早
文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

練
習
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
し
て
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

天
底
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部

子育ての力強いD本方

をご利用ください。

☆保育サポーターとは ?
子育て経験者や保育士資格者で
「サポーター養成講座Jを修了している方々です。

☆利用するには ?
フレーフレーテレフォンで地域の「保育サポーターJを紹介します。

☆保育サービスの内容・不u用料は ?
依頼者と「保育サポーター」との話し合いで決めます。

☆万が一のときは ?
補償保険制度に加入しています。

あら!この子

熱があるみたい

でも仕事は体めない

仕事が長びき

保育園のお迎えの

時間に間に合わない

下校後、カギつ子に

するの力与b配

そろそろ育休が

おわるけど

保育園が見つからない

結婚式があるけど
子供の同伴は無理

厚生労働省 財団法人21世紀職業財団沖縄事務所

電話098い868…2020(フ レーフレー・テレフオン)
◆帰仁村でも4名のサポーターさんが登録しています。

村育英会 育莫資金をお賞しします

～お申し込みは 3月 1日 より～

今帰仁村育英会 (仲里吉徳会長)では次の通り、高校生、
専門学校生、大学生を対象に育英資金借り入れ希望の方を

募っています。

●貸付金額 (月額)

高校生……10,000円 以内

県内大学生・専門学校生……

県外大学生……25,000円 以内

●貸付対象

今帰仁村に住所のある方の子弟で高校、

または在学している方で経済的

●申請期間

3月 1日 ～3月 31日

☆手続きの詳しい方法は学校教育課・育英係

(a56-2645。 2647)ま でご連絡をお願いします。



大規模な土地取引には
届出が必要です !
〔土地取引の届出制度〕

国土利用計画法では、一定面積以上の土地の売買等の取

引をした場合は、契約後 2週間以内に、その土地の所在す
る市町村に提出が必要です。

※今帰仁村は、都市計画区域外にあたるため 10,000席以上

問い合わせ先 :1寸役場企画振興課 TEL:56-2101
県土地対策課 TELi098-866-2040
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国保保険証の切替を下記の日程で行います。
現在こ使用中の保険証と印ア)ヽんを持参してください。

場所各字公民館

※3月 8日 ～3月 31日 の間、村役場国保窓口で更新を行っています。
各字で更新できない場合は村役場窓口をご利用下さい。

とみ収集運搬受託者
1応募資格
・今帰仁村に住所があること
・心身とも健康で品行方正であること

2申込手続
・履歴書及び納税確認書を提出すること
・保健所の健康診断書を提出すること

3.募集受付・率市切期限

受付 :保険予防課ヘ

期限 :平成 16年 2月 20日 (金 )まで

4申 し込みが多数の場合は抽選で受託者を決定する
5委託期間
1年間 (平成16年4月 1日 ～平成17年3月 31日 )
なお、詳しいことは保険予防課・金城まで連絡下さい。

(電話 :56-2101)平成15年度i魂理士記念口」
無料税務相談

◆日  時   平成16年 2月 23日 (月 )10ЮO～ 16:00
(12:00～ 13:00イオ、憩)

◆相談場所   今帰仁村役場内 監査室
◆相 談 員   沖縄税理士会 名護支部会員
◆問い合わせ先 沖縄税理士会 名護支部

事務局 盗52-6636

マル学、マ′b遠、交付(申語手定)の
世講主の方へのお細あせ
3月 8日 以降各字公民館、役場窓口にて被保険者証の切

り替えを予定しているところですが、切替時に各証明書

等の添付が必要ですので以下の証明書等の事前の準備を

お願いします。

l BIき 続き マル学、マル遠を申請する場合→在学証明書

(学生証コピー不可)、 出稼ぎ手帳等

2新たにマル学を申請予定の方→学費領収書等 (振込先
学校電が確認できるもの)

3.新たにマル遠を申請予定の方 こ夫、出稼ぎ手帳、在籍証

明書、入院証日月書等

※予備校生、基地内大学 |よ マル遠で対応しますのであ間

い合わせ下さい。

村役場 保険予防課 (本庁舎)国民健康保険係

字  名 月  日 曜  日 時  間

今 泊

兼  次
3月 8日 月曜日

14:OO～ 15:00

15:30～ 16i30

諸  志
3月 9日 火曜日

14:00～ 15:OO

与那嶺 15:30～ 16:30

仲尾次
3月 司0日

3月 11日

水曜日

木曜日

14:00～ 15i00

15:30ハV16:30崎  山

平 敷 14i00-15:OO

越  地 15:30～ 16:30

謝  名
3月 12日 金曜日

14:00～ 15:00

仲宗根 15:30～ 16:30

玉  城
3月 15日 月曜日

14i00-15:OO

呉我山 15:30-16:30

湧  川
3月 16日 火曜日

14:00-15:00

天 底 15:30～ 16:30

14:OO～ 1 5iOO勢理客
3月 17日 水曜日

渡喜仁 15:30～ 16i30

上運天
3月 18日 木曜日

14:00-15:00

運  天 15:30～ 16:30

古宇利 3月 24日 水曜日 14:OO-16:OO

g鐘立墓通彗毯童艶S局奮港台ど
墨幾 轟

1.募集人数

2.募集人姜女

3.申 込 先

問合せ先

4.入 寮 賣

5,寮  費
6.光 熱 費

フ.食  事

①I見2年生 男子4名 女子3名 随時
②新入生(平成 16年4月 入学予定)
男生徒 10名、女生徒 10名
平成 16年2月 16日～2月 19日

名護市県立高等学校北部合同寄宿舎運営協議会

(北部広域市町村圏事務組合内)

担当 :障浜、上ヒ嘉慶太 電話52-7049
(初回のみ)10,000円

32,100円 (月 )

寮生負担(寮室)

]日 3食 (但し、土日・祝祭日 閉寮期間|よ除く)



納税rと

村・県民税の申告をしましょう!

所
得
の
申
告
を
し
ま
す
と
…

①
所
得
証
明
、
課
税
証
明
等
の
発

行
が
で
き
ま
す
。

②
健
康
保
険
税
の
軽
減
や
国
民
年

金
の
申
請
免
除
審
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

④
保
育
所
の
入
所
申
込
、
村
営
住

宅
の
入
居
申
込
等
が
で
き
ま
す
。

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

平
成
十
六
年

一
月

一
日
現
在
今

帰
仁
村
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①

か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。

①
農
業
、
営
業
等
、
そ
の
他
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
。

②
不
動
産
収
入
（軍
用
地
料
、
そ
の

他
地
代
、
家
賃
等
）
利
子
、
配

当
金
な
ど
の
所
得
の
あ

っ
た
人
。

③
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
で
給
与

か
ら
村
民
税
、
県
民
税
が
差
引

か
れ
な
い
人
。

④
給
与
所
得
者
で
①
か
②
の
所
得

の
あ

っ
た
人
。

⑤
給
与
所
得
者
で
、
平
成
十
五
年

中
に
退
職
し
た
人
。

⑥
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
、

ま
た
は
、
医
療
費
控
除
な
ど
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
。

⑦
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
後

に
扶
養
親
族
等
に
異
動
の
あ

っ

た
人
。

③
大
工
、
左
官
、
塗
装
工
、
土
木

工
、
建
築
手
伝
な
ど
の
日
雇
労

働
者
で
、
給
与
支
払
者
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ

て
い
な
い
人
。

申
告
に
も
っ
て
く
る
も
の

①
印
鑑

②
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票

（な
い
人
は
、
給
与
支
払
証
明

圭
口）
。

③
農
業
、
営
業
等
、
所
得
の
収
支

内
訳
書
及
び
領
収
証
。

④
不
動
産
収
入

（軍
用
地
代
、
家

賃
等
）
の
収
支
内
訳
書
及
び
領

収
証
。

⑤
利
子
、
配
当
所
得
な
ど
の
明
細

圭
口
。

⑥
平
成
十
五
年
中
に
支
払

っ
た
生

命
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険

料
、
各
種
共
済
、
医
療
費
等
の

領
収
証
。

⑦
雑
損
控
除
の
あ
る
人
は
消
防
署

の
証
明
書
。

③
勤
労
学
生
の
場
合
は
、
在
学
証

明
書
。

税

務

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

昨
年
か
ら
確
定
申
告
会
場
が
変
わ
り

ま
し
た
１

確
定
申
告
会
場
が
、
名
護
税
務
署

か
ら
港
区
公
民
館

へ
移
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、名
護
税
務
署
に
は
申
告
指

導
会
場
は
準
備
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

期
　
間
平
成
十
六
年
二
月
十
六
日
（月
）
～

平
成
十
六
年
二
月
十
五
日
（月
）

（土
。日
を
除
く
。
）

時
　
間
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

（正
午
か
ら
午
後

一
時
ま
で
を
除
く
。）

◆年も村民税・県民税の申告の時期になりました。

申告書は、 3月 15日までに村に提出するようになつています。別表のとおり

各字公民館で申告相談、受付を行います。みなさまのこ協力をお願いいたします。

上記日程に注意のうえ、申告忘れのないようにお願いします。

村 ・ 県 民 税 申告 日程
国民健康保険税の申告にも適用されます。

今帰仁村役場 住民課

字 名 月  日 躍日 時  間 場 所

今 泊
兼 次
諸 志
与那嶺

仲尾次

崎 山
平 敷

越 地
謝 名
仲宗根

玉 城
呉我山

湧 )II

天 底

勢理客

渡喜仁

上運天

運 天
古宇利

平成お年3月 1日

3月 1日

3月 2日

3月 2日

3月 3日

3月 3日

3月 4日

3月 4日

3月 5日

3月 5日

3月 8日

3月 8日

3月 9日

3月 9日

3月 10日

3月 10日

3月 11日

3月 11日

3月 12日

月

月

火

火

水

水

木

木

金

金

月

月

火

火

水

水

木

木

金

9:00-11:30

13:30々 -16:00

9:00-11:30

13,30´マ16:00

9:00´ -11:30

13:30々ヤ16:00

9,00´ヤ11,30

13:30´ -16:00

9:00々ヤ11:30

13,30´彰16:00

9:00´ -11:30

13:30´ヤ16:00

9100´-11:30

13:30々 -16:00

9:00オ彰11:30

13:30-16:00

9:00´-11:30

13:30々ヤ16:00

10:30´ヤ12130

字公民館

サブセンター

村づくりの 源は一人一人の 税金から
兼 次小  玉 城 ともみ

支え合う 豊かな村は 納税から
今帰仁中 上 原 美 咲

納めよう 未来の私と 子供のために
北 山高  棚 原 沙 希
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特別障害者手当・障害児福祉手当について

重
度
の
障
害
に
よ
り
特
に
必
要
と
さ
れ
る
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
本
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
認
定
に
つ
い
て

は
申
請
の
際
提
出
す
る
書
類
等
の
審
査
に
基
づ
き
行
わ
れ
ま
す
。

（特

別
障
害

者

手
当
〉

◇
対
　
　
象
　
２０
歳
以
上
で
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
障
害
者

◎
支
給
月
額
　
一
〓
〈
、
六
二
〇
円

◎
支
給
制
限
（左
記
の
方
は
対
象
外
）

○
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

○
病
院
、
診
療
所
に
継
続
し
て
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
方

○
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
が

一
定
額
を
超
え
る
方

〈障
害

児
福

祉

手

当
〉

◇
対
　
　
象
　
２０
歳
未
満
で
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
障
害
児

◎
支
給
月
額

　

一
四
、
四
八
〇
円

◎
支
給
制
限
（左
記
の
方
は
対
象
外
）

○
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

○
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

○
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
が

一
定
額
を
超
え
る
方

※
申
請
方
法
　
福
祉
課
窓
口
に
て
所
定
の
申
請
様
式
を
受
取
り

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
　
阻
５
６
１
４
１
８
９
（内
線
１
２
３
）

加者募
期  日 2月 15日 (日 )

(毎月第3日曜日開催 )
集合,受付 午前フ時、保健センター
スター ト 午前フ時 15分
距  離 約3km～8km
解  散 午前9時
8B寺 30分～98寺気功法で整理体操を行います。
※注  意  1軽 装で必す帽子着用

2水 筒持参でお願しヽします。
・コースは会場 (保健センター)で説明

主催・◆帰仁村役場 主管・保健予防課
問い合わせ先 保健センター(島袋)
TEL56‐ 1234

ιv
T健康ウオーキ

諄7ロ

武鶴
r

増加する生活習慣病
最近、厚生労働省が公表した「平成 14年度糖尿病実態調査」の

結果によると、糖尿病が強く疑われる者 lこ焦約フ40万人と推定され、
その可能性を否定出来ないものを合わせると約 1,620万人と、
およそ成人の6人に1人が糖尿病かその予備軍であることが分
ブ〕`りました(表 1)。前回平成9年度の調査から約200万人増えて
おり、全国的に糖尿病を始めとした生渚習慣病の増加が問題と

なつています。

今帰仁村でも糖尿病や心臓病、脳卒中が特に若しヽ世代を中心に

広がつてしヽる現状を踏まえ、肥満対策を中心に各種教室や健康相

談を実施。生渚習慣病予防に取り組んでいます。

表 2.検診の受診者数の推移

2月 1日から7日は.生活習慣病予防週間です
テーマイ毎日の心がけが予防の一歩」

がんや心臓病、脳卒中といった生活習慣病の患者数が年々増加しています。
毎年2月 1日 ～7日 は「生活習慣病予防週間」。この機会に自分の健康について考えてみましょう。

(人 )

1950

1900

1850

1800

1750

1700

1650

1600

_1923
石Bフ4 ＼

＼翌 811

＼  打72フ
1758 ｀

平成10年  平成]]年  判碗12年   判或]3年   判或]4年

表 1.糖尿病及びその予備軍の数

糖尿病が

強く疑われる人
約740万人

糖尿病の可能性を

否定できない人
約880万人

合  計 約 1,620万人

予防が大切 !

がん、脳卒中、心臓病、糖尿病などの生活習慣病lよ、食生渚、運動、休養、

喫煙、飲酒などの生活習慣が病気の発症や進行に大きく関与します。

その特徴|よ、自覚症状のなしヽまま病気が進行することが多しヽ点です。

そのため、住民検診をきちんと受け、病気の早期発見、早期治療に

努めることが重要です。今帰仁村の検診の受診状況 |よ平成 ]1年か
ら徐宅に減少を続けてしヽます (表 2)。 検診や人間 ドックは自分で|よ

気づかなしヽ体の変化を見つけたり、健康につしヽて考えたりする大切

ナょ機会です。毎年検診を受けるように心がけましょう !

また、生渚習慣病を予防するにlよ、バランスのとれた食事や適度な

運動、十分な体養としヽつた健康的な生渚が第一歩です。検診結果に記

載されている注意事項をよく守り、健康的な生活を心がけましょう 1
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2月 //女日月
コミセン

○第27回沖縄一周市郡対抗駅伝大会 ○乳児健診 (1&20～ )

○健康相談 (&30～ ■30)

○ゆいま―る (与那嶺) ○健康相談 (&30～ ■お0)

○心配ごと相談 (1翫 30～ 1630コ ミセン) ○ウニ放流

○叙勲受章祝賀会 (1600～ コミセン) ○心配ごと相談 (1&30～ 1630コ ミセン)

○麻疹 (1多 30～ ) ○デイケア

○おもちゃ図書館 徹00～ lZ00コ ミセン) ゆ い ― る

○乙羽朝市 (子 00～中央公民館) ○おもちゃ図書館 (900～ lZ00コ ミセン)

○健康相談 徹30～■30)

○ゆいま―る (諸志)

○心配ごと相談 (1330～1630コ ミセン)

3月 /弥生03才児健診 (laoo～ )

○ゆいま―る (呉我山) ○健康相談 (&30～ 1■ 30)

○おもち (9,00～ 12100コ ミセン) ○ゆいま―る (与那嶺)

ス ―ル フェス ○リハビリ
○心配ごと相談 (1&30～ 1&30コ ミセン)○ウォーキングの集い (7100～ ンター)

○牛セリ市 (1630～ ) ○離乳食実習 (1&30～ )

○ゆいま―る (運天)
○区長会
○操体法 (1900～ 湧,II公民館)

○心配ごと相談 (1&30～ 1&30コ ミセン) ○おもちゃ図書館 (900～ lZ00コ ミセン)

○ゆいま―る (今泊 )

(1600～ 湧,II公民館) ○健康相談 徹30～■BO)
)

日

月

火

水

木

金

上

日

月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10火
11水
12本
13金
14土
15日

16月

17火
18水
19木
20金

21土
22日
23月
24火
25水
26木
27金
28土
29日

月

火

水

本

金

上

日

月

１

２

３

４

５

６

７

８

ゴ
」

寄
　
付

村
育
英
会

ヘ

○
首
山
弘
子
さ
ん

（平
敷
六
三
〇
）
よ
り
夫
、
清
紀
様
の

香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

村
文
化
ス
ボ
ー
ツ
活
動
支
援
基
金

ヘ

○
田
里
朝
直
生
誕
三
百
年
記
念
事
業
会
よ
り
、
「北
山
崩
」

公
演
の
収
益
金
か
ら
六
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最近、全国的に社会保険事務所の職員や関係者を装い、「年金の払い

過ぎがあつたので、指定の銀行日座に振り込むように。振り込まない

場合、次回の年金が停止する。」といった不審電話や、現金の郵送を要

求し、郵送しないときは裁判所に提訴するという内容の文書が送られ

る事例が発生しております。

社会保険庁や社会保険事務局、

社会保険事務所では、指定口座ヘ

の現金の振り込みや現金の郵送

を依頼することはありません。

不審な電話や文書を受けたとき

はすぐに警察に通報してください。

村役場 福―祉君果

蒋



組踊「北山崩」のふるきと

本村で記念公演
田里朝直生誕記念事業

本
村
を
舞
台
に
物
語
が
展
開

す
る
組
踊

「北
山
崩
」
の
公
演
が

十

二
月
十
三
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
上
演
さ
れ
村
民

ら
四
百
五
十
人
が
す
ば
ら
し
い

総
合
芸
術
の
舞
台
を
堪
能
し
た
。

同
公
演
は
、
「北
山
崩
」
の
ゆ
か

り

の
地
今
帰
仁
村

で
上
演
し
た

い
と
、
田
里
朝
直
生
誕
三
百
年
記

念
事
業
会
が
主
催
。

「北
山
崩
」
は
、今
帰
仁
城
落
城
後

若
按
司
の
妻
が
逃
げ
る
途
中
や
む

に
や
ま
れ
ず
道
端
に
捨
て
た
子
が
、

攻
め
た
側
の
羽
地
世
の
按
司
に
育

て
ら
れ
る
。
十
年
後
再
会
し
た
母
子

は
育
て
た
按
司
の
危
機
を
命
を
か

け
て
助
け
る
。
と
い
う
人
情
物
語
。

母
と
子
が
再
会
す
る
場
面
で
は
会

場
か
ら
す
す
り
な
く
声
も
聞
か
れ
た
。

＞
母
子
が
按
司
を
助
け
よ
う
と
す
る
場
面

組
踊
に
先
が
け
第

一
部
で
は
、

村
内

の
古
典
音
楽
協
会

や
琉
舞

研
究
所
な
ど
が
熟
練
し
た
演
奏

や
舞
踊
を
披
露
。
観
客
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

▲村民が華やかな踊りを披露した

(2004年)平成16年 2月 1日 広 報 な き じん 12

年
末
年
始
の
夜
を
い
ろ
ど
る
村
青
年
団
協

議
会

（比
嘉
均
会
長
）
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
が
十
二
月
十
六
日
、
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
西
側
公
園
で
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ

っ
た
。

参
加
者
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
あ
わ
せ
て

色
あ
ざ
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
夜
空

に
現
れ
る
と
歓
声
が
上
が

っ
た
。
ま
た
、
子
供

た
ち
が
い
っ
せ
い
に

「サ
ン
タ
さ
―
ん
」
と
大

き
な
声
で
呼
ぶ
と
白
い
袋
を
か
つ
い
だ
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
。
子
供
た
ち
は

一
足
早
い

ク

リ

ス

マ

ス

プ

レ

ゼ

ン

ト

に

大

喜

び

だ

っ
た
。

村

青

年

会

長

の

比

嘉

均

さ
ん
は

「今
年

も

み

ん

な

が

ク

リ

ス

マ

ス

や

年

末

を

楽

し

く

過

ご

し

て
ほ
し

い
」
と

話
し
て
い
た
。

＞
サ
ン
タ
さ
ん
全
ユ場
に
雲
ふ
子
ど
も
た
ち

′

―ツグミ科―

中国東北部や華太あたりから渡つてくる冬鳥で村内の

平地から山地の林道沿等で普通に見られる。

越冬中は単独で生活し凸さかんに落葉等をひっくりかえ
しミミズや昆虫類の幼虫を採食します。

日には黄色のアイリングがあり、飛び立つ時「クヮララ」
と鳴き外側尾羽の先が白く見える。
シロハラの意は腹部が白いところから。
シロハラが北方へ帰ると「ワカリビーサ」もなくなります。

観察地 (村内各地)

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)

シリーズ今婦二助 ち鋤

シロハラ


